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労働者福祉運動と社会的課題への対応（三・完）―「ライフサポートセンターしずおか」と「フードバンクふじのくに」の設立―

論
説

は
じ
め
に

第
一
章　

静
岡
県
内
に
お
け
る
戦
後
の
労
働
者
福
祉
運
動
の
概
要

第
二
章　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
（
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
）
の
設
立

第
一
節　

連
合
評
価
委
員
会
最
終
報
告
と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
構
想

第
二
節　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
組
織
特
性

第
三
節　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
成
果　
　
（
以
上
、
第
二
十
巻
四
号
）

第
三
章　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
設
立

第
一
節　

静
岡
県
内
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立
に
向
け
て
の
検
討　
　
（
第
二
十
一
巻
三
・
四
号
）

第
二
節　
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
の
活
動
実
態　
　
（
以
下
、
本
号
）

日

詰

一

幸

労
働
者
福
祉
運
動
と
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
（
三
・
完
）

―「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」と「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」の
設
立
―
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第
四
章　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
今
後
の
可
能
性

第
一
節　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
利
用
者
の
実
態

第
二
節　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
課
題

む
す
び

第
三
章
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
設
立

第
二
節
　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
の
活
動
実
態

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
は
、
二
〇
一
四
年
五
月
一
九
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
翌
二
〇
日
よ
り
活

動
を
開
始
し
た
。
本
節
で
は
、
当
初
三
年
間
の
活
動
実
態
を
以
下
の
よ
う
な
四
つ
の
側
面
か
ら
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

①
組
織
運
営
体
制

②
食
料
調
達
方
法

③
食
料
提
供
先

④
他
組
織
と
の
連
携
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（
一
）　

組
織
運
営
体
制

前
述
の
よ
う
に
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
は
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
様
々
な
組
織
間
の
連
携
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
の
組

織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
倉
庫
機
能
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
一
員
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
（
以
下
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
）
が
入
居

し
て
い
る
建
物
の
内
部
に
設
置
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
で
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
運
営
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
に
委

託
し
て
活
動
を
開
始
し
た（

１
）。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
運
営
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
は
、
事
務
局（

２
）、

理
事
会
、
そ
し
て
総
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、
事
務
局
と
理

事
会
の
間
に
三
役
会
（
理
事
長
、
副
理
事
長
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
）
を
置
き
、
組
織
運
営
に
か
か
わ
る
規
約
類
の
作
成
、
食
料
や
運
営
資

金
調
達
の
検
討
、
行
政
・
企
業
・
関
連
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
理
事
会
に
諮
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
予
め
事
務
局
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
原
案
を
三
役
会
で
検
討
し
、
そ
こ
で
の
検
討
を
も
と
に
理
事
会
に
諮
る
と
い
う

形
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
定
款
の
作
成
段
階
よ
り
、
本
法
人
の
運
営
に
関
し
て
は
、
機
動
性
を
重
視
し
て
理
事
会
主
導
型
を
採
用
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
組
織
運
営
に
関
し
て
は
、
理
事
会
決
定
に
よ
り
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
理
事
会
の
開
催

頻
度
で
あ
る
が
、
毎
月
定
期
的
に
開
催
す
る
の
で
は
な
く
、
四
半
期
程
度
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
開
催
し
て
い
る
。

一
方
、
組
織
運
営
に
必
要
な
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
活
動
の
開
始
後
三
年
間
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療

機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
の
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
支
援
を
受
け
た
。
こ
の
助
成
金
が
活
動
の
安
定
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
言
う
に

及
ば
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
立
ち
上
げ
に
関
す
る
シ
ー
ド
マ
ネ
ー
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
よ
う
に
三
年
間
助
成
を
受
け
る
例
は
稀
で
あ
る（

３
）。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
社
会
に
出
回
る
食
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料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
無
料
で
生
活
困
窮
者
へ
提
供
す
る
活
動
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
環
境
面
で
は
「
食
品
ロ
ス
」

の
削
減
に
一
定
程
度
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
多
く
は
生
活
困
窮
者
支
援
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
収
益
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寄
付
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ふ
じ
の
く
に
も
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
資
格
を
取
得
し
、
寄
付
者
に
対
す
る
税
制
優
遇
資
格
を
得
た
が
、
寄
付
金

を
獲
得
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
も
、
金
銭
面
の
寄
付
に
対
す
る
共
感
が
思
う
よ
う
に
広
が
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い

る
。し

か
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
場
合
、
活
動
開
始
後
三
年
間
の
運
営
資
金
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
金
の
他
に
、
労
働
関
係
団
体
か

ら
の
寄
付
金
、
賛
助
会
費
（
労
働
関
係
団
体
構
成
員
が
主
体
）
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

食
料
調
達
方
法

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
静
岡
県
内
の
最
前
線
で
生
活
困
窮
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
組
織
に
食
料
を
無
料
で
提
供
す
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
活
困
窮
者
個
人
へ
の
食
料
の
提
供
は
、
県
内
の
他
の
組
織
に
委
ね
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
し
て
常
に
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
だ
け
の
食
料
の
調
達
が
必
要
と
さ
れ
る
。
活
動
開
始
当
初
は
、
提
供
で
き

る
食
料
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
関
連
団
体
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
が
調
達
し
た
食
料
の
支
援
を
受
け
て
活
動
を
開
始
し
た
。
活
動
開
始

後
間
も
な
く
、
県
労
福
協
傘
下
の
地
域
・
地
区
労
福
協
の
支
援
を
受
け
て
、「
米
一
合
」
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
主
食
で

あ
る
コ
メ
の
調
達
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
本
格
的
な
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
活
動
の
開
始
に
関
わ
る
報
道
も
効
果
的
に
作
用
し
、
個
人
や
企
業
等
か
ら



21

労働者福祉運動と社会的課題への対応（三・完）―「ライフサポートセンターしずおか」と「フードバンクふじのくに」の設立―

の
問
い
合
せ
と
食
料
の
提
供
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
安
定
的
に
食
料
を
調
達
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

食
料
の
調
達
方
法
に
つ
い
て
は
、
他
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
①
個
人
か
ら
の
食

料
の
寄
贈
、
②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
、
③
生
協
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
協
力
、
④
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
寄
贈
、
⑤
行
政
・

企
業
に
お
け
る
防
災
備
蓄
品
の
提
供
等
が
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、
こ
れ
ら
様
々
な
経
路
を
組
み
合
わ
せ
て
食
料
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

個
人
か
ら
の
食
料
の
寄
贈
に
関
し
て
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
側
か
ら
の
継
続
的
な
広
報
や
報
道
機
関
に
よ
る
報
道
が
効
果
的
で
あ
る
が
、

食
料
の
寄
贈
に
関
し
て
は
限
界
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
定
程
度
ま
と
ま
っ
た
量
の
食
料
の
調
達
方
法
を
戦
略
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
に
お
い
て
、
初
年
度
か
ら
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
こ
と
は
②
、
③
、
④
に
関
わ
る
取
り
組

み
で
あ
っ
た
。

（
ア
）　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
日
本
の
慣
習
で
あ
る
中
元
や
歳
暮
が
ひ
と
段
落
し
た
時
期
を
ね
ら
い
、
家
庭
で

余
し
て
い
る
食
料
に
焦
点
を
あ
て
、
寄
贈
を
受
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
夏
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
毎
年
二
回
実
施

（
夏
・
冬
）
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
食
料
回
収
拠
点
数
が
増
加
し
、
こ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
地
域
社

会
の
理
解
と
周
知
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
食
料
回
収
拠
点
と
寄
贈
量
は
活
動
開
始
後
直
近
の
結
果
も
含
め
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

◦
二
〇
一
四
年
夏
季

回
収
拠
点
数
―
三
二
カ
所
、
寄
贈
量
―
七
七
四
㎏
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◦
二
〇
一
四
年
冬
季

回
収
拠
点
数
―
三
二
カ
所
、
寄
贈
量
―
一
、〇
六
七
㎏

◦
二
〇
一
五
年
夏
季

回
収
拠
点
数
―
四
一
カ
所
、
寄
贈
量
―
一
、二
九
〇
㎏

◦
二
〇
一
五
年
冬
季

回
収
拠
点
数
―
七
八
カ
所
、
寄
贈
量
―
五
、〇
七
四
㎏

◦
二
〇
一
六
年
夏
季

回
収
拠
点
数
―
一
五
七
カ
所
、
寄
贈
量
―
四
、七
一
四
㎏

◦
二
〇
一
六
年
冬
季

回
収
拠
点
数
―
一
七
一
カ
所
、
寄
贈
量
―
九
、三
四
一
㎏

◦
二
〇
一
七
年
夏
季

回
収
拠
点
数
―
一
七
三
カ
所
、
寄
贈
量
―
八
、八
五
一
㎏

◦
二
〇
一
七
年
冬
季

回
収
拠
点
数
―
一
九
三
カ
所
、
寄
贈
量
―
一
〇
、六
五
〇
㎏

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
静
岡
県
内
の
各
地
域
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
お
け
る
食
料
調
達
に
は
不
可
欠
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

回
収
拠
点
数
が
回
を
経
る
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
設
立
二
年
目
で
あ
る
二
〇
一
五
年
冬
季
よ
り
回
収
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拠
点
が
増
加
し
始
め
、
翌
一
六
年
夏
季
に
は
倍
増
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
要
因
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
組
織
の
利
点

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
静
岡
県
内
で
活
動
を
展
開
す
る
様
々
な
組
織
・
団
体
が
相
互
に
連
携
し
て
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
あ
る
。
連
合
静
岡
を
は
じ
め
、
労
働
関
係
団
体
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ら
労
働
界
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立
当
初
は
、
県
労
福
協
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
県
内
地
域
・
地
区
労
福
協
や
個

別
の
労
働
組
合
の
活
動
の
一
環
と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
た
。
静
岡
県
内
の
労
働
界
の
協
力
に
よ
り
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
か

な
り
の
広
が
り
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
夏
季
に
は
前
年
冬
季
の
回
収
拠
点
数
の
倍
増
を
実
現
し
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
地
域
・

地
区
労
福
協
が
毎
年
実
施
す
る
各
市
町
へ
の
行
政
要
望
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
・
地
区
労
福
協
に
よ
る
各
市
町
へ
の
行

政
要
望
の
際
に
、
要
望
事
項
と
し
て
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
へ
の
支
援
」
を
要
請
し
て
い
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
食
料
の
提
供
先

は
、
民
間
の
生
活
困
窮
者
支
援
関
連
組
織
・
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
各
市
町
の
福
祉
関
係
課
、
各
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
か
ら
各
市
町
福
祉
関
係
課
へ
の
食
料
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
要
望
は
食
料
の
提
供

を
受
け
て
い
る
市
町
に
と
っ
て
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
何
ら
か
の
支
援
を
検
討
す
る
動
機
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
域
・
地

区
労
福
協
の
各
市
町
へ
の
行
政
要
望
が
引
き
金
と
な
り
、
食
料
回
収
拠
点
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
一
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
域
・
地
区
労
福
協
の
取
り
組
み
は
、
行
政
要
望
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
へ
の
協
力
も
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
静
岡
県
内
二
二
カ
所
に
あ
る
地
区
労
福
協
や
企
業
の
労
働
組
合
か
ら
も
様
々
な
形
で
食
料
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

ｂ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
推
進
委
員
会
の
役
割

食
料
を
調
達
す
る
上
で
、
静
岡
県
内
各
市
町
と
の
連
携
協
力
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
課
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題
で
あ
っ
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
は
、
運
営
資
金
獲
得
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
、
一
五
年
、
一
六
年
と
三
カ
年
に
わ

た
り
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
か
ら
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
単
体
と
し
て
三
年
間
の
助
成
を
受
け
る
の
は
稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

運
営
方
法
や
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助
成
金
交
付
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
事
業
提
案
書
の
中
に
、
地
域

社
会
に
お
い
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
認
知
と
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
、「
事
業
推
進
委
員
会
」
の
開
催
を
盛
り
込
ん
だ
。

こ
の
推
進
委
員
会
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
と
静
岡
県
内
市
町
と
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
相
談
窓
口
受
託
団
体
を
対
象
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
実
態
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
連
携
協
力
の
関
係
を
構
築
す
る
方
策

に
つ
い
て
協
議
す
る
場
と
し
た
。

初
年
度
の
二
〇
一
四
年
度
は
、
主
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
翌
一
五
年
度
に

お
い
て
は
、
食
料
を
提
供
す
る
際
の
運
送
費
用
低
減
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
広
報
に
関
す
る
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
推
進

委
員
会
で
の
意
見
交
換
は
、
参
加
し
た
各
市
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
意
識
啓
発
に
つ
な
が
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
の
推
進
に

役
立
っ
た
。
そ
し
て
、
一
六
年
度
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
協
力
に
関
し
て
、
先
駆
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
自
治
体
と
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
自
治
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
双
方
に
対
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
協
力
の
方
法
に

関
し
理
解
を
促
し
た
。
こ
の
結
果
、
年
二
回
実
施
し
て
い
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
関
し
、
回
数
を
追
う
ご
と
に
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
食
料
の
調
達
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ｃ
、
そ
の
他

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
活
動
が
県
内
で
報
道
さ
れ
、
そ
の
認
知
度
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
寺
院
を
中
心
と
す
る
宗
教
団
体
、
女

性
組
織
、
大
学
・
短
大
・
高
校
と
い
っ
た
教
育
機
関
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
を
巻
き
込



25

労働者福祉運動と社会的課題への対応（三・完）―「ライフサポートセンターしずおか」と「フードバンクふじのくに」の設立―

ん
だ
活
動
や
教
育
機
関
で
の
活
動
の
広
が
り
は
、
ま
さ
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
地
域
で
の
様
々
な
活
動
の
広
が
り
に
期
待
し
た
い
。

（
イ
）　

生
協
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
協
力

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
活
動
に
協
力
す
る
組
織
・
団
体
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
消
費
生
活
と
日
常
的
に
関
わ
り
の
あ
る
生
協

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
は
、
初
年
度
の
二
〇
一
四
年
よ
り
生
活
協
同
組
合
ユ
ー
コ
ー
プ
の
協
力
を
得
て
い
る
。
ユ
ー
コ
ー
プ
は

毎
週
金
曜
日
に
定
期
的
に
食
料
の
寄
贈
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
に
も
協
力
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
静
岡
市
内
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
静
鉄
ス
ト
ア
（「
し
ず
て
つ
ス
ト
ア
」）
は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
よ
り
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活

動
に
理
解
を
示
し
、
試
行
的
に
八
店
舗
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
社
内
に
お
け
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
理
解
が
進
み
、

現
在
は
全
店
舗
に
お
い
て
、
し
か
も
常
設
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
焼
津
市
内
に
本
社
を
置
く
、
株
式
会
社
富
士

屋
（「
ス
ー
パ
ー
富
士
屋
」）
と
も
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
四
店
舗
に
お
い
て
常
設
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
元
来
消
費
生
活
の
あ
り
方
に
関
し
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
き
た
生
協
、
さ
ら
に
は
消
費
者
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
協
力
に
よ
り
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
常
設
で
各
店
舗
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
買
い
物
で
訪
れ
る
身
近
な
場
所
に
お
い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
と
そ
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
に
接
す
る
こ
と
は
、
普
通
の
市
民
の
生
活
困
窮
者
と
そ
れ
を
支
援
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
啓
発
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
ウ
）　

食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
寄
贈

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
生
活
困
窮
者
に
提
供
す
る
食
料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
静
岡
県
内
に

お
け
る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
協
力
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
が
、
一
般
社
団
法
人

静
岡
県
缶
詰
協
会
で
あ
っ
た
。
静
岡
県
缶
詰
協
会
は
静
岡
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
一
八
社
か
ら
構
成
さ
れ
る
団
体
で
あ
る
が
、
二
〇
一
四

年
一
二
月
に
こ
の
缶
詰
協
会
と
商
品
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
缶
詰
協
会
に
加
盟
す
る
缶

詰
製
造
会
社
か
ら
定
期
的
に
食
品
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
企
業
は
缶
詰
等
副
食
を
中
心
に
寄
贈
を
継
続
し
て
お
り
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

（
エ
）　

行
政
・
企
業
に
お
け
る
防
災
備
蓄
品
の
提
供

行
政
機
関
並
び
に
企
業
と
も
、
防
災
備
蓄
品
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
防
災
備
蓄
品
に
は
消
費
期
限
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

場
合
五
年
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
政
機
関
及
び
企
業
と
も
期
限
の
迫
っ
た
防
災
備
蓄
品
の
消
費
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
特
に
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
に
購
入
し
た
防
災
備
蓄
品
の
消
費
期
限
が
迫
っ
た
一
六
年
に
は
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
へ
防
災
備
蓄
品
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
多
く
の
照
会
が
寄
せ
ら
れ
た
。
防
災
備
蓄
品
は
一
定
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
量

の
食
料
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
側
と
し
て
も
、
と
り
わ
け
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
め
ら
れ
て
い
る
個
人
・
家
族

の
支
援
に
は
役
立
つ
こ
と
か
ら
食
料
提
供
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
市
町
や
企
業
か
ら
の
防
災
備
蓄
品

の
寄
贈
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
食
料
調
達
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
二
〇
一
四
年
度

寄
贈
件
数　

三
三
三
件　
　

寄
贈
量　

一
六
、六
九
八
㎏

◦
二
〇
一
五
年
度

寄
贈
件
数　

五
二
四
件　
　

寄
贈
量　

四
二
、三
四
五
㎏

◦
二
〇
一
六
年
度

寄
贈
件
数　

七
九
四
件　
　

寄
贈
量　

四
九
、五
〇
〇
㎏

こ
の
よ
う
に
、
活
動
開
始
の
翌
年
度
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
認
知
度
が
増
大
し
、
県
民
だ
け
で
な
く
、
市
町
を
中
心
と
し

た
行
政
機
関
や
県
内
企
業
、
地
域
の
各
種
団
体
か
ら
の
食
料
提
供
に
関
す
る
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
の

と
こ
ろ
毎
年
四
〇
ト
ン
か
ら
五
〇
ト
ン
の
範
囲
で
食
料
の
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）　

食
料
提
供
先

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
重
要
な
役
割
は
、
調
達
し
た
食
料
を
、
生
活
困
窮
者
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
行
政
を
は
じ
め
各
団

体
へ
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
活
動
拠
点
が
静
岡
市
内
に
あ
る
た
め
、
東
西
に
広
い
静
岡
県
内
の
各
地
区
（
東
部
、
中
部
、
西
部
）
と

の
か
か
わ
り
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
二
〇
一
六
年
度
の
実
態
は
次
の
よ
う
に
な
る（

４
）。
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◦
東
部
地
区

相
談
・
依
頼
件
数　

一
、一
一
七
件　
　

支
援
重
量　

一
六
、五
八
六
㎏

◦
中
部
地
区

相
談
・
依
頼
件
数　

一
、〇
六
三
件　
　

支
援
重
量　

二
七
、六
〇
四
㎏

◦
西
部
地
区

相
談
・
依
頼
件
数　

二
二
一
件　
　
　

 

支
援
重
量　

五
、一
六
八
㎏

◦
県
外
（
災
害
支
援
等
）

相
談
・
依
頼
件
数　

二
一
件　
　
　
　

 

支
援
重
量　

一
、八
九
九
㎏

活
動
を
開
始
し
て
か
ら
三
年
間
の
出
庫
件
数
と
出
庫
重
量
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る（

５
）。

◦
二
〇
一
四
年
度

出
庫
件
数　

三
六
七
件　
　
　

 

出
庫
重
量　

一
四
、〇
〇
〇
㎏

◦
二
〇
一
五
年
度

出
庫
件
数　

一
、三
八
五
件　
　

出
庫
重
量　

三
八
、〇
〇
〇
㎏

◦
二
〇
一
六
年
度

出
庫
件
数　

二
、四
二
二
件　
　

出
庫
重
量　

五
一
、二
五
七
㎏

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
へ
寄
贈
さ
れ
た
食
料
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
静
岡
県
内
市
町
の
福
祉
担
当
課
や
市
町
社
会
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福
祉
協
議
会
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
支
援
団
体
、
外
国
人
支
援
団
体
、
障
害
者
支
援
団
体
、
保
育
所
、
子
ど
も
食
堂
等
へ
提
供
さ
れ
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
で
の
対
応
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
最
終
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
、
生
活
保
護
の
申
請
・
適
用
が
あ
る
。
市
町
の
社
会
福
祉
事
務
所
等
へ
相
談
・
申
請
を
行
っ
て
も
手
続
き
を
経
て
決
定
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
明
日
の
食
事
に
も
事
欠
く
生
活
困
窮
者
へ

の
一
時
的
な
対
応
と
し
て
、
窓
口
で
数
日
間
分
の
食
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
市
町
で
一
定
程
度
の
食

料
を
備
蓄
し
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
は
多
く
な
い（

６
）。

そ
こ
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
食

料
の
提
供
を
受
け
、
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
貸
付
制
度
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
適
用
に
は
一
定
程
度
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
相
談
者
の
状
況
に
応
じ
一
時
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

が
提
供
す
る
食
料
に
よ
っ
て
支
援
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
が
提
供
す
る
食
料
は
、
無
料
で
生
活
困
窮

者
支
援
を
実
施
し
て
い
る
組
織
・
団
体
に
提
供
さ
れ
、
食
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
六
年
度
の
支
援
先
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
静
岡
県
内
に
お
い
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
活
動
が
認
知
さ
れ
る
に
伴
い
、

支
援
先
も
増
加
し
て
い
る
。
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「フードバンクふじのくに」の支援先一覧（2016年度）

（出典）『活動報告2016』28頁。

東部総相談件数 支援重量（㎏）
1,117 16,586

中部総相談件数 支援重量（㎏）
1,063 27,604

西部総相談件数 支援重量（㎏）
221 5,168

東　　部 依頼数 重量（㎏）
１ 伊東市社会福祉協議会 32 557
２ 伊東市役所 47 891
３ 伊豆の国市社会福祉協議会 29 646
４ 伊豆の国市役所 5 102
５ 伊豆市社会福祉協議会 3 42
６ 下田市社会福祉協議会 3 187
７ 下田市役所 8 151
８ 河津町社会福祉協議会 2 27
９ 御殿場市社会福祉協議会 53 363
10 三島市社会福祉協議会 70 1,147
11 三島市生活支援センター 20 745
12 三島市役所 6 113
13 小山町社会福祉協議会 11 232
14 松崎町社会福祉協議会 17 224
15 沼津市自立支援センター 33 969
16 裾野社会福祉協議会 1 20
17 裾野市役所 20 353
18 清水町社会福祉協議会 15 295
19 清水町役場 3 57
20 西伊豆町社会福祉協議会 7 116
21 長泉町社会福祉協議会 11 177
22 東伊豆町社会福祉協議会 19 347
23 南伊豆町社会福祉協議会 4 49
24 熱海市社会福祉協議会 35 429
25 熱海市役所 6 78
26 函南町社会福祉協議会 27 481
27 富士宮市社会福祉協議会 5 115
28 富士市役所 323 2,966
29 富士市社会福祉協議会 201 2,070
30 福祉団体　等 101 2,636

中　　部 依頼数 重量（㎏）
１ 清水第六中学校 6 89
２ 吉田町社会福祉協議会 53 995
３ 焼津市社会福祉協議会 69 1,535
４ 焼津市役所 10 197
５ 静岡市社会福祉協議会葵区 99 1,616
６ 静岡市社会福祉協議会駿河区 112 1,956
７ 静岡市社会福祉協議会清水区 73 1,366
８ 静岡市駿河区役所 4 54
９ 静岡市清水区役所 64 824
10 静岡地方検察庁 1 11
11 川根本町社会福祉協議会 3 74
12 島田市役所 198 3,377
13 藤枝市自立生活サポートセンター 71 1,743
14 藤枝市役所 5 75
15 牧之原市社会福祉協議会 29 780
16 牧之原市役所 4 83
17 福祉団体等（POPOLO等） 268 12,829

西　　部 依頼数 重量（㎏）
１ 掛川市社会福祉協議会 24 403
２ 菊川市社会福祉協議会 9 122
３ 菊川市役所 13 181
４ 湖西市社会福祉協議会 15 223
５ 湖西市役所 8 101
６ 御前崎市社会福祉協議会 4 74
７ 御前崎市役所 14 198
８ 森町社会福祉協議会 5 84
９ 清水町社会福祉協議会 2 43
10 袋井市社会福祉協議会 19 513
11 袋井市役所 38 617
12 磐田市役所 7 136
13 磐田市社会福祉協議会 6 155
14 浜松市社会福祉協議会 7 156
15 浜松市生活自立支援センター 27 515
16 福祉団体　等 23 1,647

県外（災害支援等） 依頼数 重量（㎏）
１ 福祉団体　等 21 1,899
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（
四
）　

他
組
織
と
の
連
携

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
組
織
構
造
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
立
当
初
よ
り
関
連
組
織
・

団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
組
織
運
営
に
お
い
て
も
、
食
料
調
達
、
食
料
提
供
の
各
側
面
に
お
い
て
、
様
々
な

組
織
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
へ
食
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
同
意
書
を
締
結
し
た
企
業
・
団
体
数
は
、
活
動
を
開
始
し
た

二
〇
一
四
年
か
ら
三
年
間
で
、
次
の
よ
う
に
変
遷
し
た（

７
）。

二
〇
一
四
年
三
一
件
、
二
〇
一
五
年
七
一
件
、
二
〇
一
六
年
一
〇
二
件
。
こ
の

よ
う
な
連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
以
外
の
食
料
の
調
達
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後
も
様
々

な
組
織
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
関
係
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
。

（
１
）	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
が
す
で
に
入
居
し
て
い
た
建
物
の
１
階
部
分
を
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
と
し
、
２
階
部
分
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
の
事
務
所
と
な
っ
た
。
賃
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
応
分
の
負
担
を
し
て
い
る
。

（
２
）	

事
務
局
は
、
事
務
局
長
と
事
務
局
次
長
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
人
的
資
源
と
し
て
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
組
織
の
利
点
を

生
か
し
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
倉
庫
に
お
け
る
食
料
の
入
庫
と
出
庫
業
務
、
倉
庫
に
お
け
る
食
料
の
管
理
業
務
、
さ
ら
に
は
食
料
提
供
先
へ
の

対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
に
は
そ
れ
ら
業
務
を
委
託
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
は
応
分
の
エ
フ
ォ
ー

ト
を
提
供
す
る
と
い
う
形
で
の
運
営
と
な
っ
た
。
ま
た
、
経
理
を
中
心
と
し
た
財
務
管
理
に
関
し
て
は
、
県
労
福
協
事
務
局
長
も
参
画
し
た
。
さ
ら
に
福

祉
基
金
協
会
の
支
援
も
受
け
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
運
営
形
態
を
形
成
し
た
。
つ
ま
り
、
倉
庫
を
中
心
と
し
た
フ
ロ
ン
ト
部
分
の
業
務
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
の

ス
タ
ッ
フ
が
担
い
、
後
方
支
援
的
な
管
理
部
門
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
労
福
協
や
福
祉
基
金
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
う
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
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う
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
や
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
関
係
団
体
の
支
援
を
も
と
に
組
織
の
運
営
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
な
お
、
フ
ロ
ン
ト
部
分
の
業
務
は

倉
庫
内
で
行
い
、
後
方
支
援
に
関
わ
る
管
理
業
務
は
、
県
労
福
協
と
福
祉
基
金
協
会
が
入
居
す
る
「
静
岡
県
労
政
会
館
」
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
内
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

（
３
）	

一
九
九
八
年
一
二
月
よ
り
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」（
通
称
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
施
行
さ
れ
、
各
地
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
活
発
化
し
た
頃
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
中
間
支
援
組
織
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
各
地
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
財
団
が

運
営
費
を
五
年
間
支
援
し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
草
創
期
に
は
、
単
年
度
で
は
な
く
複
数
年
度
に
わ
た
る
運
営
費
の
助
成
が
必

要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）	

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
『
活
動
報
告
書
二
〇
一
六
』、
三
三
頁
。

（
５
）	

同
右
、
二
八
頁
。

（
６
）	

熊
本
県
玉
名
市
で
は
、
窓
口
に
相
談
に
来
た
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
目
的
で
、
自
治
体
独
自
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
直
営
で
立
ち
上
げ
て
い
る
。
担
当
者

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
近
隣
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
な
く
、
生
活
困
窮
者
向
け
の
一
時
的
な
食
糧
支
援
を
自
治
体
が
直
接
担
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
立
ち

上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
）。

（
７
）	

前
出
『
活
動
報
告
書
二
〇
一
六
』、
三
四
頁
。
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第
四
章
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
今
後
の
可
能
性

こ
れ
ま
で
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ふ
じ
の
く
に
」
の
三
年
間
に
わ
た
る
活
動
の
実
態
を
述
べ
て
き
た
。
本
章
で
は
、

三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
展
開
に
向
け
て
、
現
在
か
か
え
て
い
る
課

題
と
そ
の
解
決
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
利
用
者
の
実
態

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
は
、
食
料
提
供
依
頼
の
あ
っ
た
中
か
ら
、
福
祉

事
務
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
食
糧
提
供
に
つ
い
て
、
関
係
組
織
か
ら
の
情
報

提
供
を
受
け
、提
供
者
の
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。そ
の
中
か
ら
、二
〇
一
六

年
度
に
食
料
提
供
を
受
け
た
人
々
の
実
態
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

１
）。

①
食
料
提
供
を
受
け
た
人
々
の
年
齢
（
図
―
１
）

四
〇
代
か
ら
六
〇
代
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
女
別

（
世
帯
）
で
男
性
（
六
八
％
）
が
女
性
（
三
一
％
）
を
凌
い
で
い
る
。

（件）
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0
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 不明
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84

206

333 341
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149
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27

図―１　年齢別食料提供者（2016年度）
（出典）『活動報告2016』35頁。
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②
利
用
者
の
依
頼
状
況
（
図
―
２
）

「
給
与
支
給
ま
で
の
つ
な
ぎ
」
を
目
的
と
す
る
依
頼
者
が
一
番
多
く
（
三
四
％
）、

次
い
で
「
生
活
保
護
待
機
期
間
等
の
つ
な
ぎ
」（
二
三
％
）、「
年
金
給
付
ま
で
の
つ

な
ぎ
」（
一
九
％
）、「
求
職
活
動
中
の
支
援
」（
九
％
）
と
続
い
て
い
る
。
な
お
、「
そ

の
他
」（
一
五
％
）
は
、「
ひ
き
こ
も
り
等
の
理
由
」
や
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
た

め
」
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
多
く
は
「
つ
な
ぎ
」
的
な
目
的
で
食
糧
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
そ
の
他
」
の
中
に
は
、「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

の
た
め
」
と
い
う
こ
と
で
、
生
活
困
窮
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
や
社
会
福

祉
協
議
会
が
よ
り
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
運
営
す
る
側
か
ら
は
、
社
会
に
埋
も
れ
、
声
を
上
げ
ら

れ
な
い
人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
は
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
生
活
困
窮
者
支
援
に
貢
献

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

給与関連

34％

生活保護関連

23％年金関連

19％

求職活動関連 ９％

その他

15％

図―２　利用目的（2016年度）
（出典）『活動報告2016』36頁。
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③
支
援
者
の
家
族
構
成
（
図
―
３
）

依
頼
者
の
半
数
以
上
は
「
単
身
世
帯
」（
五
九
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
六
五
歳

以
上
の
高
齢
者
は
二
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
帯
構
成
が
二
人
以
上
の

依
頼
者
の
内
、
一
九
歳
未
満
の
子
供
が
い
る
「
ひ
と
り
親
世
帯
」
は
一
割
で
あ
っ

た（
２
）。こ

の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
活
動
が
、
地
域
に
潜
在
す
る
生

活
困
窮
者
を
支
え
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
単
身
高
齢
世
帯
は
今
後
も

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
年
金
だ
け
で
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者

の
生
存
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
に

と
っ
て
、
極
め
て
大
き
な
課
題
だ
と
言
え
る
。
他
方
、
一
人
親
世
帯
の
貧
困
の
問

題
も
見
逃
せ
な
い
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
「
貧
困
」
の
問

題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
の
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
の
必
要
性
や
重
要
性
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
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図―３　食料提供先の家族構成（2016年度）
（出典）『活動報告2016』37頁。
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第
二
節
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
課
題

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
地
域
福
祉
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
織
運
営
の
安
定
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
今
後
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

持
続
可
能
な
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る（

３
）。

①
運
営
費
の
確
保
、
②
安
定

的
な
食
料
の
調
達
と
管
理
、
③
食
品
保
管
施
設
の
確
保
、
④
他
団
体
と
の
連
携
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
等
で
あ
る
。

①
運
営
費
の
確
保

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
各
種
助
成
金
や
寄
付
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
発
足
三
年
間
は
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
助

成
金
に
よ
り
、
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
以
外
に
は
、
生
活
協
同
組
合
や
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
成
金
の
交

付
も
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
個
人
寄
付
金
の
ほ
か
、
静
岡
県
労
働
金
庫
の
会
員
の
総
意
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
役
立
ち
資
金
」

の
、
県
労
福
協
管
理
分
か
ら
の
助
成
金
も
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
助
成
金
は
時
限
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、

恒
久
的
な
財
源
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
個
人
・
企
業
等
か
ら
の
寄
付
金
の
割
合
を
増
加

さ
せ
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
財
源
構
成
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
、
会
費
（
正
会
員
、
賛

助
会
員
）
一
二
・
七
％
、
寄
付
金
二
八
・
〇
％
、
助
成
金
五
九
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
会
費
の
中
で
、
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
賛

助
会
費
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
区
労
福
協
会
員
の
貢
献
度
が
大
き
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
助
成
金
に
依
存
す
る
財
政
構
造
に
な
っ
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て
お
り
、
安
定
し
た
組
織
運
営
の
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
源
構
成
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
資
金
調
達
に
向
け
て
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
の
広
報
活
動
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
報
活
動
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
関
わ
る
人
材
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
安
定
的
な
食
料
の
調
達
と
管
理

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
食
糧
調
達
に
関
し
て
は
、
個
人
・
企
業
か
ら
の
寄
贈
の
他
、
県
内
市
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携

し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
さ
ら
に
は
防
災
備
蓄
品
の
寄
贈
等
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
達
の
経
路
を
今
後
も
確
保
す
る
と

同
時
に
、
食
品
の
管
理
と
安
全
な
食
料
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
は
、
受
け
入
れ
た
食
品
を
目
視
に
よ
り

賞
味
期
限
や
包
装
等
の
安
全
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
棚
に
保
管
す
る
際
に
も
再
度
目
視
点
検
を
行
い
、
さ
ら
に
出
庫
の
際
に
も

目
視
に
よ
り
賞
味
期
限
と
包
装
の
確
認
を
実
施
し
て
お
り
、
安
全
な
食
料
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
万
が
一
の
事
故
や
け
が
等
に

備
え
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る（

４
）。

③
食
品
保
管
用
倉
庫
の
確
保

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
運
営
す
る
上
で
重
要
な
事
柄
と
し
て
、
食
品
保
管
用
倉
庫
の
確
保
が
あ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
も
年
々

活
動
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
初
入
居
し
た
拠
点
施
設
に
お
け
る
倉
庫
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
に
三
か
所
ほ
ど
保
管
用

倉
庫
を
分
散
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
倉
庫
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
す
る
団
体
の
好
意
に
よ
っ
て
使
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
借

用
料
を
支
払
っ
て
借
り
て
い
る
倉
庫
も
あ
る
。
運
営
費
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
可
能
な
限
り
出
費
を
抑
制
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
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ば
、
食
品
保
管
用
倉
庫
を
低
廉
で
借
用
す
る
か
、
無
償
で
使
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
見
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
行
政

や
企
業
の
理
解
の
も
と
に
食
品
保
管
用
倉
庫
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

④
他
団
体
と
の
連
携

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
様
々
な
組
織
・
団
体
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、

静
岡
市
内
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
静
岡
県
東
部
・
西
部
地
区
に
も
食
料
を
提
供
で
き
る
施
設
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
点
、
直
営
で
支
部
的
な
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
が
、
経
費
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
フ
ー

ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
理
念
や
運
営
方
法
に
理
解
を
示
す
組
織
・
団
体
と
連
携
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
静
岡

県
内
の
各
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
の
あ
り
か
た
を
模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
運
営
に
関
し
て
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
へ
の
委
託
を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て

い
る
が
、
直
接
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
ら
な
く
て
も
よ
い
作
業
が
存
在
し
て
い
る
。
寄
贈
さ
れ
た
食
料
の
賞
味
期
限
の
確
認
、
食
料
の
包
装
の

傷
み
の
有
無
（
開
封
済
み
か
否
か
の
確
認
を
含
む
）、
主
食
・
副
食
・
調
味
料
等
の
分
類
、
賞
味
期
限
別
の
仕
分
け
、
米
の
精
米
等
で
あ

る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
ね
る
場
合
が
多
い
。

今
後
も
地
域
社
会
で
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
存
在
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
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こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
課
題
を
挙
げ
て
み
た
が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
活

動
の
幅
を
広
げ
、
か
つ
安
定
し
た
持
続
可
能
な
運
営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
必
要
と
す
る
人
々
の

ニ
ー
ズ
は
今
後
も
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
地
域
福
祉
の
一
端
を
担
う
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
は
地
域
の
人
々
か
ら
期
待
の
眼
差
し
が
注
が
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
に
は
、

生
活
困
窮
者
支
援
に
お
け
る
社
会
保
険
制
度
（
第
一
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
と
生
活
保
護
制
度
（
第
三
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
の
間

に
位
置
す
る
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る（

５
）。

ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
長
期
離
職
者
の
就
労
訓
練
の
一
環
と
し
て
、「
中
間
的
就

労
」
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
様
々
な
支
援
団
体
と
の
連
携
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
有
す
る
多
面
的
な
役

割
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
１
）	

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
『
活
動
報
告
書
２
０
１
６
』、
三
五
頁
―
三
七
頁
。

（
２
）	

同
右
、
三
七
頁
。

（
３
）	

日
詰
一
幸
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
と
今
後
の
可
能
性
」
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
『
月
刊
福
祉
』（
二
〇
一
七
年
一
一
月
号
）、
三
二
～
三
七
頁
。

（
４
）	

前
出
『
活
動
報
告
書
２
０
１
６
』
二
一
―
二
二
頁
。
加
入
し
て
い
る
保
険
の
補
償
内
容
は
次
の
と
お
り
。
①
食
品
事
故
が
生
じ
た
時
の
補
償
、
②
食
料
運

搬
中
に
生
じ
た
事
故
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
作
業
中
に
被
っ
た
け
が
、
④
個
人
情
報
が
流
失
し
た
際
の
対
応
等
。
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（
５
）	

前
出
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
と
今
後
の
可
能
性
」、
三
七
頁
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
が
、
現
実
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
社
会
的
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の
か

を
ト
レ
ー
ス
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」
の
設
立
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の

く
に
」
の
設
立
で
あ
っ
た
。
双
方
と
も
、
労
働
関
係
団
体
で
あ
る
県
労
福
協
が
主
体
と
な
り
、
関
連
組
織
と
連
携
す
る
形
で
組
織
が
構
築

さ
れ
た
。
そ
の
際
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
地
域
・
地
区
労
福
協
や
企
業
の
労
働
組
合
と
も
有
機
的
な
連
携
の
形
が
形
成
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
労
働
組
合
員
に
こ
の
よ
う
な
社
会
的
活
動
へ
の
関
与
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な
っ

た
が
、
県
労
福
協
の
ス
タ
ッ
フ
が
丹
念
に
地
域
・
地
区
労
福
協
を
巡
回
し
て
理
解
を
促
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
道
な
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、

静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
現
代
的
な
展
開
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
、
地
域
社
会
で
は
高
齢
化
に
伴
う
貧
困
の
問
題
や
単
身
世
帯
の
貧
困
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貧
困
対
策
と
そ
の

解
決
は
国
や
自
治
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
有
効
な
解
決
策
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
ろ
う
。

静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
中
で
構
築
さ
れ
て
き
た
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」
や
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ

じ
の
く
に
」
は
、
ま
さ
に
地
域
に
お
い
て
生
活
困
難
を
抱
え
る
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
る
も
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労働者福祉運動と社会的課題への対応（三・完）―「ライフサポートセンターしずおか」と「フードバンクふじのくに」の設立―

の
と
考
え
ら
れ
る
。「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事
業
に
お
い
て
は
、
相
談
の
窓
口
と
し
て
人
々
の
生
活
困
難
を
解
決
す
る
糸
口
を
見

出
す
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
は
、
生
活
困
窮
と
い
う
人
間
の
生
存
に
関
わ
る
困
難
に
対
し
て
、

直
接
的
な
支
援
の
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
世
界
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
有
効

に
機
能
し
、
行
政
が
対
応
す
る
制
度
と
有
機
的
に
連
携
す
る
時
に
、
地
域
生
活
者
が
か
か
え
る
様
々
な
課
題
が
解
決
に
向
け
て
、
そ
の
歩

み
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
静
岡
県
内
の
労
働
関
係
団
体
の
取
り
組
み
は
、
今
後
と
も
社
会
的
に
注
目
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
追
記
】

本
稿
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
、
基
盤
（
ｃ
）（
一
般
）「
日
本
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
実

態
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
１
５
Ｋ
０
３
９
１
２
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


